
1. はじめに

1-1.　研究の目的と内容

　住宅街にある公園の防災機能に関する研究を行う

にあたり、本稿では防災公園の事例を考察する事を

目的としている。事例考察にあたり基礎資料として

法律、条例、公園の種類、防災公園の種類等に関す

る資料の収集を行い、市川市にある大洲防災公園・

広尾防災公園を事例対象として調査を行った。

2. 災害の事例及び防災に関する法律・条例

2-1. 契機となった災害

　災害を基に法律になったものや改正されたものは

以下の通りである。
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3. 公園について

3-1. 公園の分類

　都市公園の分類は以下の通りである。

3-2. 防災公園の分類

　防災公園の分類は以下の通りである。

4. 市川市の防災計画

4-1. 市川市について

　市川市の地理的条件・歴史的背景は省略する。人

口の推移と公園数の推移については表 4・表 5 であ

る。

表 1　契機となった災害

内閣府「わが国の災害対策」より抜粋

表 2　公園分類

国土交通省「公園と緑」より抜粋

表 3　防災公園の種類区分

UR 都市機構「災害に強いまちづくり」抜粋
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4-2. 市川市防災計画について

　市川市地域防災計画は、災害対策基本法 ( 昭和 36

年法律第 223 号 ) 第 42 条及び市川市震災予防条例

( 昭和 55 年条例第 35 号 ) 第三条の規定に基づき市

川市防災会議が作成する計画である。

　「防災計画支援システム構築事業」を平成 14-16

年度にかけて実施し、そこで出された地震被害想定

結果 ( 想定地震・想定地震による震度・液状化被害・

建物被害・人的被害 ) を前提条件としている。

4-3. 市川市の震災予防計画について

4-3-1. 目的

　震災対策の理念は震災から人命を守り財産を保護

することである。震災予防計画では、この理念に基

づいて、大地震時の被害を軽減しかつ発生した被害

に適切に対応するために、基本目標を立ててその目

標に向けた平常時の減災対策を定めるとしている。

4-3-2. 基本目標

　震災予防計画の基本目標は 3 つで構成されている。

(1) 災害に強い都市構造 ( もの ) をつくる。

(2) 災害に強い市民 ( ひと ) をつくる。

(3) 災害に強い協力体制 ( しくみ ) を整える。

4-4. 都市防災化の推進・防災まちづくり計画

4-4-1. 避難場所および避難路の策定について

①方針

　各地区に必要とされる数の安全な一時避難場所、

広域避難場所を確保し、それらの避難場所を複数の

安全な避難路で結ぶとしている。

②避難場所および避難路の策定

　市川市では、昭和 63 年度に「都市防災構造化対

策基本計画 ( 原案 )」を策定しているが、阪神・淡

路大震災 ( 兵庫県南部地震 ) の教訓に基づく「防災

計画、建設省防災業務計画」の改訂によって廃案と

なったため、地域の実情に応じた具体的な避難場所

および避難路を再検討し、整備が完了の都度、広域

避難場所及び避難路として指定としている。選定に

あたっては、以下の表の事項に留意するとある。

4-4-2. 防災拠点施設の整備について

①方針

　震災時の対応活動に必要な防災拠点施設等を地区

の特性等に応じて整備する。

表 5　市川市の公園数推移

市川市統計年鑑より抜粋

図 1　震度分布図

市川市地域防災計画より抜粋

表 4　市川市の人口推移

市川市統計年鑑より抜粋

表 7　防災拠点の機能

市川市地域防災計画より抜粋

表 6　選定の留意点

市川市地域防災計画より抜粋

― 238 ―



5-2. 広尾防災公園

　平成 22 年 4 月 1 日開園。平常時は地域住民の憩

いやレクリエーションの場として親しまれる公園と

して、また災害時には、一時避難場所としての機能

の他、初期救助や緊急輸送等の中継地点としての機

能を担う公園として整備されている。

5-2-1. 目的

　市内には 377 ヵ所 141.96 ヘクタールの公園・緑

地が市民一人あたり約 2.99㎡と、都市公園法に定

められた標準面積には及ばず、特に市の中央部には

公園が少なかった。広尾防災公園が計画された周辺

の市民一人あたりに対する都市公園面積は平成 18

年 4 月の段階で 0.72㎡と大変低い水準であり、災

害時の避難地も不足していた。これらを改善するこ

とを目的としている。

5-2-3. 防災関連施設・設備

5. 防災公園の事例

5-1. 大洲防災公園

　平成 16 年 4 月 11 日開園。平常時は憩いやレク

リエーションの場として、また災害時には江戸川の

緊急用船着場や隣接する急病診療所と一体となって

一時避難場所や被災の前線における救援拠点や輸送

の中継拠点として位置付けられている。

5-1-1. 背景

　大洲防災公園一帯は、都心に近いという利便性か

ら市街化が進み、木造住宅地や工場が多い地域であ

り、以前から安全で快適な街づくりが課題となって

いた。平成 12 年 3 月この地域で長く操業を続けて

いた明治乳業市川工場の移転に伴いその移転跡地の

活用として防災公園街区整備事業が立ち上がった。

5-1-2. 目的

　地震災害等に対して被害が予想される既成市街地

において、市街地の整備改善と一体となった防災公

園を整備することにより、都市の全体的な防災機能

を図ること。また、緑の少ない住工混在の市街地か

ら災害に強い緑豊かな市街地に変える事も目的とし

ている。

5-1-3. 防災関連施設・設備

表 8　大洲防災公園・平常時の機能

図 2　大洲防災公園・平面図

市川市 HP「大洲防災公園の紹介」より抜粋

図 3　広尾防災公園・平面図

市川市 HP「広尾防災公園の計画」より抜粋

表 9　大洲防災公園・災害時の機能

表 10　広尾防災公園・平常時の機能
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6. 現地調査

6-1. 園内のサイン計画 ( 入り口に設置された看板 )

　大洲防災公園・広尾防災公園の入り口には、緊急

避難場所であることを示す看板と施設内の大まかな

説明が書いてある看板が存在する。これは入り口全

部には設置されておらず、入った場所によっては現

在どこにいるかがわからなく被災中の場合には混乱

してしまう可能性がある。看板自体の高さは子供に

も見やすいように低めに設定されている。災害時に

は看板だけに頼ることは難しく、誘導係員などによ

る誘導が必要不可欠であると考えられる。

6-2. かまどベンチ及びスツール

　かまどベンチ及びスツールについて、利用方法の

書かれた看板の設置や、定期的に行われている市の

防災訓練で使用方法の認知が広がるように工夫がさ

れている。しかし園内にあるかまどベンチ及びス

ツールの数が、10000-13000 人程度の利用する人

数に対して 20-30 基と少ないので追加設置するな

どの対策が必要ではないかと考える。また、公園内

に設置されている全てのベンチがかまどとして利用

できるベンチではなく、通常の公園で見られるベン

チも設置されている。

6-3. 非常用トイレ

　非常用トイレとして利用できるマンホールのすぐ

隣には、写真付きで使用方法が記載されている看板

が設置されている。災害時に人が集中してしまうと

道幅が余り広くないので利用しづらくなってしまう

事も考えられる。被災者が生活するエリアから少し

だけ離れた場所にあるので臭いなどに対する配慮が

されている。

6-4. 物資積み卸し場及びパーゴラ

　大型車輌が進入できる入り口と道幅が確保されて

いて、災害時にはそこから物資の搬入を行うことを

想定している。すぐ近くにはパーゴラがありこれに

テントをはることで、災害時に雨風にさらされない

救援物資の集積場として利用することが出来る。進

入路及び集積場は公園内で一ヵ所となっているの

で、特に大洲防災公園では電柱や木が周辺に多く見

られるため、仮に車の進入が不可能になってしまっ

た場合、スムーズな利用が難しくなる危険性がある

と考えられる。

7. まとめ

　今回調査した市川市の地域防災対策及び防災公園

の資料を基にして、船橋市や浦安市、習志野市など

の異なる市の行政がどのような対策を取っているか

を調査し、比較を行いたいと考える。
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表 11　広尾防災公園・災害時の機能
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